
10

問
もんだい

題 87　障
しょうがいしゃ

害者の法
ほうてきていぎ

的定義に関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，正
ただ

しいものを 1 つ選
えら

びなさ

い。

1　身
しんたいしょうがいしゃふくしほう

体障害者福祉法における身
しんたいしょうがいしゃ

体障害者は，身
しんたいしょうがいしゃてちょう

体障害者手帳の交
こうふ

付を受
う

けた 18

歳
さいいじょう

以上のものをいう。

2　知
ちてきしょうがいしゃ

的障害者は，知
ちてきしょうがいしゃふくしほう

的障害者福祉法に定
ていぎ

義されている。

3　「精
せいしんほけんふくしほう

神保健福祉法」における精
せいしんしょうがいしゃ

神障害者には，知
ちてきしょうがいしゃ

的障害者が含
ふく

まれていない。

4　障
しょうがいしゃきほんほう

害者基本法において発
はったつしょうがいしゃ

達障害者は，精
せいしんしょうがいしゃ

神障害者に含
ふく

まれていない。

5　障
しょうがいじ

害児は，障
しょうがいしゃきほんほう

害者基本法に定
ていぎ

義されている。

（注
ちゅう

）　「精
せいしんほけんふくしほう

神保健福祉法」とは，「精
せいしんほけんおよ

神保健及び精
せいしんしょうがいしゃふくし

神障害者福祉に関
かん

する法
ほうりつ

律」のこと

である。

問
もんだい

題 88　半
はんそくくうかんむし

側空間無視に関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさ

い。

1　食
しょくじ

事のとき，認
にんしき

識できない片
かたがわ

側に食
た

べ残
のこ

しがみられる。

2　半
はんもう

盲に対
たい

するものと介
かいごほうほう

護方法は同
おな

じである。

3　失
しっこう

行の 1つである。

4　本
ほんにん

人は半
はんそくくうかんむし

側空間無視に気
き

づいている。

5　認
にんしき

識できない片
かたがわ

側へ向
む

かってまっすぐに歩
ある

ける。

障
しょうがい

害 の理
りかい

解
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問
もんだい

題 89　Ｄさん（35 歳
さい

，男
だんせい

性）は重
じゅうど

度の知
ちてきしょうがい

的障害があり，地
じもと

元の施
しせつにゅうしょしえん

設入所支援を利
り

 

用
よう

している。Ｄさんの友
ゆうじん

人Ｅさんは，以
いぜん

前に同
おな

じ施
しせつにゅうしょしえん

設入所支援を利
りよう

用していて，現
げん

在
ざい

は共
きょうどうせいかつえんじょ

同生活援助（グループホーム）で暮
く

らしている。Ｄさんは，共
きょうどうせいかつえんじょ

同生活援助

（グループホーム）で生
せいかつ

活するＥさんの様
ようす

子を見
み

て，その生
せいかつ

活に関
かんしん

心をもったようで

ある。施
しせつ

設の職
しょくいん

員は，Ｄさんの共
きょうどうせいかつえんじょ

同生活援助（グループホーム）での生
せいかつ

活は，適
てきせつ

切

な援
えんじょ

助を受
う

ければ可
かのう

能であると考
かんが

えている。一
いっぽう

方，Ｄさんの母
ははおや

親は，親
おやな

亡き後
あと

の

不
ふあん

安から施
しせつにゅうしょしえん

設入所支援を継
けいぞく

続させたいと思
おも

っている。

介
かいごふくししょく

護福祉職が現
げんじてん

時点で行
おこな

うＤさんへの意
いしけっていしえん

思決定支援として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 

1 つ選
えら

びなさい。

1　母
ははおや

親の意
い し

思を，本
ほんにん

人に伝
つた

える。

2　共
きょうどうせいかつえんじょ

同生活援助（グループホーム）の生
せいかつ

活について話
はな

し合
あ

う。

3　介
かいごふくししょく

護福祉職の考
かんが

えを，本
ほんにん

人に伝
つた

える。

4　具
ぐたいてき

体的な選
せんたくし

択肢を用
ようい

意し，選
えら

んでもらう。

5　地
ちいきせいかつ

域生活のリスクについて説
せつめい

明する。

問
もんだい

題 90　筋
きんいしゅくせいそくさくこうかしょう

萎縮性側索硬化症（amyotrophic lateral sclerosis：ＡＬＳ）では出
しゅつげん

現し

にくい 症
しょうじょう

状 として，適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　四
し し

肢の運
うんどうしょうがい

動障害

2　構
こうおんしょうがい

音障害

3　嚥
えんげしょうがい

下障害

4　感
かんかくしょうがい

覚障害

5　呼
こきゅうしょうがい

吸障害
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問
もんだい

題 91　Ｆさん（21 歳
さい

，男
だんせい

性）は，交
こうつうじこ

通事故による頸
けいずいそんしょう

髄損傷（cervical cord injury）

で重
じゅうど

度の四
し し ま ひ

肢麻痺になった。最
さいきん

近はリハビリテーションに取
と

り組
く

まず，周
しゅうい

囲の人
ひと

に

感
かんじょう

情をぶつけ強
つよ

くあたるようになった。

介
かいごふくししょく

護福祉職の対
たいおう

応に関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　歩
ある

けるようになるために，諦
あきら

めずに機
きのうくんれん

能訓練をするように支
しえん

援する。

2　トラブルが起
お

きないように，Ｆさんには近
ちかよ

寄らないようにする。

3　生
せいかつたいど

活態度を改
あらた

めるように，Ｆさんに厳
きび

しく注
ちゅうい

意する。

4　自
じぶん

分でできることに目
め

を向
む

けられるように，Ｆさんを支
しえん

援する。

5　障
しょうがい

害が重
おも

いので，Ｆさんのできることも手
てつだ

伝うようにする。

問
もんだい

題 92　Ｇさんはパーキンソン病
びょう

（Parkinson disease）と診
しんだん

断され，薬
やくぶつりょうほう

物療法が

開
かいし

始されている。立
りつい

位で重
じゅうしん

心が傾
かたむ

き，歩
ほこうちゅう

行中に停
ていし

止することや向
む

きを変
か

えること

が困
こんなん

難である。

Ｇさんのこの 症
しょうじょう

状 を表
ひょうげん

現するものとして，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　安
あんせいじしんせん

静時振戦

2　筋
きんこしゅく

固縮

3　無
むどう

動

4　寡
かどう

動

5　姿
しせいほじしょうがい

勢保持障害
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問
もんだい

題 93　障
しょうがいしゃ

害者への理
りかい

解を深
ふか

めるために有
ゆうこう

効なアセスメントツールの 1つである

エコマップが表
あらわ

すものとして，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　家
かぞく

族との関
かんけい

係

2　社
しゃかい

会との相
そうかんかんけい

関関係

3　認
にんちきのう

知機能

4　機
きのう

能の自
じ り つ ど

立度

5　日
にちじょうせいかつどうさ

常生活動作

問
もんだい

題 94　「障
しょうがいしゃそうごうしえんほう

害者総合支援法」で定
さだ

める協
きょうぎかい

議会に関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，最
もっと

も適
てきせつ

切

なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　当
とうじしゃ

事者・家
かぞくいがい

族以外の専
せんもんか

門家で構
こうせい

成する。

2　療
りょういくてちょう

育手帳を交
こうふ

付する。

3　相
そうだんしえんせんもんいん

談支援専門員を配
はいち

置しなければならない。

4　国
くに

が設
せっち

置する。

5　地
ちいき

域の実
じつじょう

情に応
おう

じた支
しえんたいせい

援体制の整
せいび

備について協
きょうぎ

議を行
おこな

う。

（注
ちゅう

）　「障
しょうがいしゃそうごうしえんほう

害者総合支援法」とは，「障
しょうがいしゃ

害者の日
にちじょうせいかつおよ

常生活及び社
しゃかいせいかつ

会生活を総
そうごうてき

合的に支
しえん

援

するための法
ほうりつ

律」のことである。
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問
もんだい

題 95　障
しょうがいしゃ

害者が障
しょうがいふくし

害福祉サービスを利
りよう

用するために相
そうだんしえんせんもんいん

談支援専門員が作
さくせい

成する

計
けいかく

画として，正
ただ

しいものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　地
ちいきふくしけいかく

域福祉計画

2　個
こべつしえんけいかく

別支援計画

3　サービス等
とうりようけいかく

利用計画

4　障
しょうがいふくしけいかく

害福祉計画

5　介
かいご

護サービス計
けいかく

画

問
もんだい

題 96　Ｈさん（45 歳
さい

，男
だんせい

性）は，脳
のうこうそく

塞（cerebral infarction）を発
はっしょう

症して半
はんとしかん

年間

入
にゅういん

院した。退
たいいん

院してからは，障
しょうがいしゃしえんしせつ

害者支援施設に入
にゅうしょ

所して自
じりつくんれん

立訓練を受
う

けている。 

2 か月
げつ

ほど過
す

ぎたが，右
みぎか た ま ひ

片麻痺と言
げんごしょうがい

語障害が残
のこ

っている。妻
つま

のＪさん（35 歳
さい

）は

パート勤
きんむ

務で，小
しょうがく

学 3 年
ねんせい

生の子
こ

どもがいて，将
しょうらい

来が見
み

えずに不
ふあん

安な気
き も

持ちである。

家
かぞく

族に対
たい

する介
かいごふくししょく

護福祉職の支
しえん

援として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　家
かぞく

族の不
ふあん

安な気
き も

持ちに寄
よ

り添
そ

い，今
いま

の課
かだい

題を一
いっしょ

緒に整
せいり

理し考
かんが

えていく。

2　Ｊさんの気
き も

持ちを最
さいゆうせん

優先して方
ほうこうせい

向性を決
き

める。

3　訓
くんれん

練の様
ようす

子を伝
つた

えるために，頻
ひんぱん

繁にＪさんに施
しせつ

設に来
き

てもらう。

4　家
かぞく

族が困
こま

っているので専
せんもんしょくしゅどう

門職主導で方
ほうこうせい

向性を決
き

める。

5　レスパイトケアを勧
すす

める。


